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「
H
本
翻
業
銀
行
史
」
・
「
同
資
料
L

第
七
十
二
翁

入

七

第
五
披

五
六

「
日
本
勅
業
銀
行
史
L

・
「
同
資
料
L

昭
和
二
十
五
年
四
月
、
特
殊
銀
行
と
し

τの
日
本
働
業
銀
行
付
、
改
め

て
普
通
銀
行
と
し
工
出
授
す
る
と
と
に
な
っ
た
が
、
こ
乙
に
至
る
五
十
四

年
の
問
、
市
動
産
金
融

ω
中
恒
機
関
と
し
工
、
日
本
賢
本
金
義
観
開
設
述

の
上
に
同
行
が
演
己
た
役
割
は
、
同
じ
頃
特
殊
助
産
相
側
行
と
し
て
設
立
官

ら
れ
た
日
本
興
業
銀
行
の
そ
れ
と
共
に
、
献
に
重
且
つ
大
で
あ
っ
た
。
モ

の
切
替
を
機
曾
に
「
刊
本
糊
業
銀
行
見
」
が
編
纂
刊
府
せ
ら
れ
、
そ
の
途

止
に
お
い
工
蒐
集
官
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
が
寸
日
本
勧
業
銀
行
史
資
料
」

と
制
し
て
授
表
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
ζ

と
は
、
蟻
界
の
た
め
誠
に
欣
快
に
湛

え
な
い
弐
泊
で
あ
る
。

か
え
り
み
る
に
、
明
治
初
年
の
富
岡
強
民
子
同
棋
と
す
る
留
酒
政
策
ド
ト

お
い
て
、
金
融
機
関
近
代
化
の
企
亡
は
、
二
年
の
矯
替
命
此
の
創
設
、
五

年
の
閤
立
銀
行
仲
間
例
の
制
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
℃
間
接
金
融

の
而
か
ら
靖
子
せ
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
品
目
業
・
工
菜
に
到
す
る
長
期
金

融
機
関
の
必
要
が
痛
感
せ
ら
れ
、
明
治
九
年
に
は
大
久
保
利
通
・
大
限
薫

借
の
連
暑
に
か
か
る
「
貸
付
局
設
立
帥
資
本
手
形
箆
行
の
犠
」
に
つ
い
て

堀

n 

保

破

の
建
議
詩
が
太
政
官
に
呈
出
せ
ら
れ
た
。
モ
の
志
凶
hr
悦
承
し
た
刊
は
、

大
久
保
の
後
陣
者
松
方
正
義
E
あ
っ
て
、
彼
は
日
木
銀
行
の
創
立
と
併
号

て
、
揃
産
興
業
の
た
め
の
特
殊
銀
行
の
設
止
を
提
山
し
た
。
尤
も
、
「
鶏

議
書
」
ポ
財
産
を
引
世
間
て
に
資
本
手
形
を
畿
訂
し
て
こ
れ
を
通
貨
に
換
人

し
め
る
信
用
創
法
案
を
と
り
、
貸
付
同
を
官
設
注
ん
と
し
れ
九
の
ド
到
し
、

松
方
案
は
、
貸
出
資
金
を
民
闘
の
浮
励
購
買
力
に
求
め
、
事
撲
を
企
業
と

し
て
行
わ
せ
よ
ラ
と
し
た
点
に
、
イ
ン
フ
レ
政
策
時
代
と
デ
プ
レ
政
策
時

代
と
の
著
し
い
桐
述
が
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
雨
後
政
府

は
、
内
外
人
の
志
見

t
徴
し
、
外
閣
の
制
度
を
調
査
研
究
し
、
程
前
情
勢

の
輯
型
化
を
般
討
し
、
誌
を
糠
り
前
す
い
」
と
殿
凶
、
遂
に
明
治
三
十
坪
に
至

っ
て
日
木
制
業
銀
行
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
本
白
の
創
設
と
な
っ
た
。

農
工
業
振
興
の
た
め
の
金
融
機
闘
と
し
て
は
、
別
に
動
産
銀
行
た
る
日

本
興
業
銀
行
が
、
ま
た
中
小
農
家
や
下
級
地
万
嗣
体
の
た
め
の
金
融
機
関

と
じ
亡
同
地
方
法
工
銀
行
お
よ
び
そ
の

F
部
機
閥
た
る
信
用
組
合
が
夫
々

構
組
せ
ら
れ
、
翻
銀
の
設
立
後
間
も
な
く
官
現
し
た
が
、
こ
こ
同
五
つ



て
、
先
の
日
本
銀
行
を
頂
点
と
ナ
る
私
立
普
通
銀
行
お
よ
び
貿
易
金
融
の

れ
ん
め
の
特
殊
機
闘
た
る
倒
潰
正
金
銀
行
止
併
せ
て
、
わ
が
闘
の
金
融
機
闘

の
体
来
は
ほ
ぼ
確
立
し
た
。
し
か
も
そ
れ
が
、
日
清
戦
守
後
の
わ
が
岡
鰹

演
の
躍
進
則
ー
ー
と
同
時
に
締
間
政
策
が
碍
が
積
極
化
し
た
時
期
に
お
い

亡
で
あ
っ
た
と
と
は
、
問
銀
が
そ
の
設
立
草
案
に
お
い
て
長
ら
〈
「
興
業

銀
行
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
と
の
右
隔
を
新
み
れ
な
情
想
の
下
に
生
れ
た
他

の
特
殊
銀
行
に
譲
っ
た
と
と
と
併
ぜ
て
、
問
ろ
町
八
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

創
立
哲
初
の
同
行
付
、
硝
琵
興
業
と
い
う
八
公
的
使
命
の
上
か
ら
、
柿
め

て
肱
置
な
莱
務
i
の
制
限
合
裳
つ
一
℃
い
た
。
貸
付
日
的
は
山
工
業
の
改
良

摂
津
に
限
ら
れ
、
貸
出
資
金
は
資
本
金
お
よ
び
位
穿
型
行
に
よ
っ
て
調
述

し
れ
れ
と
と
ろ
に
依
存

f
る
出
前
で
、
預
金
業
務
は
許
き
れ
な
い
、

F
仕
わ

ち
銀
行
際
例
に
じ
い
え
J

I

と
こ
ろ
の
銀
行
業
務
そ
皆
む
も
の
で
な
く
、
い
わ
ば

不
副
産
抵
常
貸
付
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
農
工
業
金
融
時
代
は
明
治
四
十
二

年
を
以
て
終
り
を
告
げ
、
一
般
的
不
動
産
銀
仔
時
代
に
入
り
、
第
一
女
大

戦
後
に
は
、
時
代
の
要
請
に
限
じ
亡
府
脈
県
工
銀
行
を
逐
失
合
併
し
、
昭

和
の
金
融
恐
慌
時
に
は
教
関
金
副
業
務
に
帯
出
し
、
目
抗
事
同
盟
以
後
に

は
、
主
と
し
て
浮
動
購
買
力
の
吸
牧
ー
と
い
う
註
味
で
、
金
制
上
に
特
殊
の

一
一
役
別
世
償
じ
土
。
そ
れ
が
終
戦
債
の
イ
ン
フ
レ
に
際
合
す
る
や
、
位
穿
の

謹
行
が
不
振
止
な
っ
て
資
金
円
調
涯
を
専
ら
預
金
に
依
存
せ
ぎ
る
を
得
な

〈
な
句
、
賢
費
上
次
第
に
普
通
銀
行
化
の
途
そ
辿
ゎ
、
や
が
て
前
述
の
よ

う
に
、
法
制
上
で
も
特
殊
銀
行
の
地
位
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。

創
立
制
担
割
問
以
来
こ
と
に
至
る
同
行
の
陛
史
は
、
日
本
資
本
主
義
の
鎚
民

「
日
本
勧
業
銀
行
史
L

・
「
阿
脊
料
」

並
び
に
産
業
拡
造
の
鑓
化
を
如
買
に
物
語
る
も
の
と
い
う
ペ
〈
、
主
た
同

行
の
創
設
や
響
楽
方
針
を
め
ぐ
っ
て
、
峡
府
の
欄
吋
桝
政
策
が
嬰
化
し
て
来

た
辿
程
も
極
め
て
明
瞭
に
う
か
が
わ
れ
る
@
後
の
点
に
つ
い
て
興
味
の
あ

る
の
は
、
明
治
十
四
年
に
最
初
の
創
立
草
案
が
生
れ
る
以
前
か
ら
、
民
間

に
不
勘
定
抵
白
銀
行
の
必
要
が
盛
ん
に
諭
ぜ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
設
立
の
計

岡
も
随
所
に
見
ら
れ
た
と
と
で
あ
っ
て
門
「
資
料
」
哩
一
集
)
、
と
の
情
勢
の

認
識
色
料
隣
誕
展
段
階
に
酎

T
る
泊
確
な
判
断
と
が
、
同
行
や
興
銀
の
創

立
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
遷
化
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
が
、
た
W
A

、
戦
後
一
時
政
府
機
闘
が
持
常
し
た
長
期
融
資

ポ
今
日
再
び
特
殊
銀
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
は
じ
め
る
に
五
っ
た
こ
と
が
湿

潤
史
上
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
か
は
問
削
と

1
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
解
決

の
鍵
の
一
つ
が
同
仔
の
歴
史
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
ζ

と
だ
け
を
附
加

え
て
お
と
号
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
経
済
の
民
閣
の
中
に
お
け
る
伺
行
の
機
能
と
役

割
を
鏡
L
、
以
て
日
本
純
情
史
、
特
に
そ
の
金
融
面
に
射
し
こ
一
つ
の
窓

を
提
供
ナ
る
こ
と
を
恕
闘
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
「
日
木
醐
長
銀
行
史
」

で
晶
っ
と
、
一
見
し
た
だ
け
で
も
本
告
が
単
な
る
同
行
町
隈
史
で
な
い
と

と
が
知
ら
れ
る
。
本
書
の
岡
鉱
執
筆
に
は
東
大
詰
帥
一
一
耐
島
法
堕
土
が
主
と

L
C
こ
れ
に
常
り
、
同
行
調
査
部
員
数
氏
が
そ
れ
や
助
け
た
由
で
あ
る
が
、

資
料
を
博
く
索
め
こ
れ
に
綿
密
な
考
置
を
加
え
た
点
で
も
、
ま
た
客
観
情

勢
を
的
確
に
捉
点
て
分
析
し
亡
い
る
点
で
も
、
本
書
を
高
〈
評
憤
し
な
け

れ
ば
な
ち
な
い
。
別
著
「
H
本
翻
業
銀
行
史
資
料
」
は
第
一
壊
を
「
日
本

第
七
十
三
巻

=
一
八
九

第
五
披

五
七



「
日
本
間
業
銀
行
史
」
・
「
同
資
料
」

糊
業
銀
行
法
草
案
閥
係
資
料
」
、
第
二
禁
を
「
明
治
初
年
ポ
勘
定
銀
行
・

農
業
銀
行
闘
係
資
料
」
、
第
三
集
を
抵
常
物
倒
桁
の
鑑
定
に
闘
ナ
る
「
日

本
欄
業
銀
行
鑑
矩
調
査
諸
規
定
資
料
し
と
し
、
未
刊
の
第
四
集
に
は
「
百

本
瑚
業
銀
行
統
計
費
料
」
が
収
め
ら
れ
る
政
宗
で
あ
る
が
、
一
見
技
術
的

と
届
わ
れ
る
第
三
集
の
鑑
定
調
査
規
定
も
、
そ
の
改

E
に
拭
「
改
疋
の
過

程
の
う
ち
に
昭
商
情
勢
の
臨
時
化
を
ヲ
か
が
わ
L
め
る
も
の
が
あ
る
@

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
米
同
紹
画
史
単
界
に
お
い
て
は
、
ピ
ズ
ネ

ス
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
一
環
と
し
て
世
史
の
編
纂
が
頗
る
感
ん
で
あ
る
と
い

う
。
わ
が
悶
で
も
、
慰
問
的
に
貴
重
な
枇
史
は
こ
れ
ま
で
に
も
少
〈
な

い
。
銀
行
関
係
に
限
る
な
ら
ば
、
大
正
九
年
に
謄
篤
に
代
え
て
印
刷
せ
ら

れ
た
「
概
演
庄
金
銀
行
史
」
と
「
同
附
録
」
な

Y
一
そ
の
尤
な
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
公
刊
を
切
望
す
る
者
同
私
一
人
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
と
の

よ
う
な
際
に
、
前
記
の
よ
う
な
均
容
性
か
な
「
円
本
閉
業
銀
行
史
」
が
貴

重
な
「
資
料
」
と
共
に
会
刊
せ
ら
れ
た
と
左
目
誠
に
欣
快
と
す
ベ
〈
、
多

大
の
円
子
と
費
用
を
か
け
亡
と
れ
を
編
纂
刊
行
せ
ら
れ
た
同
行
に
到
し
、

深
雪
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

(
B
E
判
.
戎
主
八
四
O
頁
司
附
師
四
七
頁
、
昭
和
ご
十
八
年
六
月
。
資
料
備
一
集
、

A
5刊

司
四
一
一
七
賀
、
-
一
4

六
年
三
月
。
阿
傭
ニ
集
.
A
S
側、

γ

札
口
内
真
、
一
一
十
七
年

+R.
同

傭
三
袋
、

B
S
開
・
一
一
八
荒
瓦
・
二
十
八
年
一
月
。
非
宜
品
U

第
七
十
二
翁

丹、

九

第
五
時
出

五
八


